
地球磁気 と 地震（I)

吉松隆三郎

緒官

相官規慌の大きい地震直後2量失附近の磁気測量をやってみると大値或定った地域的鍵化があると

とは島々報告せられてゐる町また一地監の地磁気製化と地震との関係に就いても論ぜられてゐ

る.，，，若し地震と前後して相官:Jj1:の地磁策費佑が常に而も比較的念激に生ずるとすると遁宮友位置

に於ては磁力自配紙上に可成明瞭な艶化が現はれる筈である．との舗に就いて柿岡に於ける日々の

磁力記録をみてゐると，震央E離100粁内外の顕著地震でも車に一周して通常の地磁気費化と直別

せられる様相を持った比般的短時朋の鍵佑は認め難い．従って一地世に於ける地震の地磁気に及ぼ

すま膨響は溜嘗1l.僚件の具った場所或は場合を除き震央から或程度韓れてゐては一般に費化の量治叫、

さいか，或は相官の大をさの場合では可成長時間に亙って艶4むするものL様に思はれる，それ故本

文ではまづ地磁気永年嬰化と地震との閥係に就いて調べる．とれには地球上或は一地方の永年費4む

と，一地鈷に於ける永年型化とに分けて開べるの治瀬序であらう．由来永年費化は永久磁場の解明

に甚重要注部門であると共に是が含む地場的性質により地球物理事的にみても興味ある問題を呈供

してゐるが，何分その資料は長くとも敷百年程度で而も夫部分偏角で三要素充貸したもはの最近の

ととに思してゐる．従って永年費4むといっても時間的にもささ間的にも制限がある縛で，本文もまづ

手近の柿岡と盟原との永年艶4むと本邦に於ける主要地震との捌係から初めるととに恋ったその前

に地球上に於ける永年艶化の年費化の最も著しい地踏の分布を眺めてゐると，とれがl'tltc梅陵会布

といふ外に惟Ji.の地震帯の分布と何か多少関係がある様に思はれたのでまづとの尉に就いて開べて

みる．

I 地震帯に鵬騎せしめτ御た地磁気呆年聾~I:の分布

各要素の永年鍵佑の分布をみると地球上ー援に費佑してゐるのでたし饗佑の著しい所胸中心と

みられる部会が艶個宛か存在する．とれを今永年費佑の中心勘と稀して沿〈．その分布は一般に大

陸の縁謹都に多〈例へば第 t園 fロ 〉 及び第 1表の如き放態である．仰とれは永久的~ものでゑ〈

時間と共に幾分箆動ずる．地震の分布は理科年表により，その大正 15年一一昭和 7年のものを

基準といとれ以前以後の地震はアフリカ南部，大西洋等の地震同数は比較的少いが居費生して比

(1) Y. K・ato.; Sci. Rep. Tohoku Imp. Univ. Ser. I. Vul. XXVU, No. I. 
（の””』 Jap.Jo町.Astr. G回 php.Vol. X. No. 2. 
(S) H. W. Fi依 ： Terr.Mag., 87, 2邸－240(1982).
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較的趨ったこ，三の地域を見易くするために附加する程度にとどめた・（－12）圏中質幽棋はζの （-( ) 

園の地震帯の中心掛に相常するものである．第1闘を眺めてゐる，と戎の様友ととが集付くであら
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26 (I) 震地と• 高峰王余地

~pち，（lJ ：永年費4むの中心監の位置は地震帯の緯場またはとれからあまり離れてゐたい所に在フ

ζれの内部に入ってゐるものが捗い．

地震帯の幅主みるべき蹟りは（イ）困の様に相官の領域を持ってゐるが中心舗は上の様危分布を

示してゐる．第 1固と同じであるが中心貼の緯度（B）と中心掛に最も近い地震帯の中心線上の4

り，

封印）の緯度（B’｝との関係を示すと第 2闘で 45度の直棋と比較すると中心髄は地震帯に接近

して存在してゐるととを示してゐる．以下ζの中心舗と p酷の分布に就いて鯛ペるのであるが，そ

と

れは叉本文の目的で友いので定性的取扱とたる．

第 3園 P は踏の緯度の代りにその訪の伏角山（I）と中心描からζの艶迄の距離（企）を地球を

の激値的確度は現象本来の性質と費料の蒐集との酷からみて幾分劣るのは巴むを得11:いと思ふ，

1:1の正負は中心§/i'/Ji地震帯の中心練より北及び南側に在るとと球として任意尺度で表してある．

表中争母は伏角正負各停Iの正負と中心髄の頻度分布は第2表に示しである．により直別する．
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球毎に於ける中心踏の綿激である．中心肺は必ずしも陸地或はその附近にのみ存在するとは限らず

大洋の毘中にもある． との様君主中心動に就いては泊・岸或は内陸の中心鈷と同様に取扱ふのは無理

で，恐らく大洋底の構遣を考ふべきであら5.(1)第 2表から気付かれるととは戎の様である．

(2）水平骨カの襲佑では I>Oの半球に於て正趨佑は 4佃の中 3佃迄地震帯の中心親より，南

方に在り，負艶佑は 2佃金制防に在る.6個の中心訪を 3個宛中心線の甫北側に勝手に分布せ

しめたと考へてみると，との現在の分布は単たる偶

然的分布と片付けられたい．

IくOの半球に於ては正使佑は存在せず金部負艶

4乙である．呑蹴 16の中心酷体H=-80）は中心織

金債としては北側であるが P動の東に位し単に北

側と片付けられたいが，そとでは偏角が東偏である

から磁無子午線を考へると北側に在るといふととに

友り， 3個中 2個は北側になる揮である．他の 1

佃番鋭 17(AH=-40）は太平静上に在P，寧るそ

の附近を通る様に見え地震帯について考ふべきであ

らう．さうすると位置は不措定であるがふは極〈

1J、さくなる．

(3）次に伏角の中心鈷をみるに J>Oに於ては中

心肺3佃が金都南側に在る．太平洋上の審蹴21は

古拙の取扱にすると（21）’の如く企は小さくなる

替である．

I<Oでは 2個共負鍵化であるが南北岡側t'C1個

宛分布してゐる．但し南側のものは太西洋上陸地遺

〈離れた所に在る．

(4）伺角 ADは I>Oの半減では Aは比較的

掴まってゐるが符践は前二者の様ではたい． I<O 

の半球では 4訟の大きさも符蹴も一定してゐ"l'J..い
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ヨえに Aの大きさに就いてみると瓶時であるが衣の様たととが窺れる．

(6) まづ A の絶謝値は概括的に去ふと或範囲内に甑ってゐるととは既遣の様である 特に I>

(1）地溺ttffjft国とし・て R.Staubのもの比例へば Terr.Mag.，鎚(1988),lOG・lOL
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0即ち膨也の多い北宇戒ではとれが著しい．とれば知られてゐる犠に海陸分布と永年捜佑が密接見t

関係にあるととを示してゐる，

(6) l>Oでは地磁無，主に AH,AV，は南側の正艶佑の fl.は伏角が大倉〈怠ると小さく主主る

に反して，負捜4むの A は大きくなる，第 3園及び第 4圃にはとのー雌句傾向を直線で示してあ

る．第 4困の 1,2の直線は一様帯磁球による地表磁気異常の子午線方向に於ける垂直及び水平

分力の正異常極大迄の距離を球の中心直上地表鈷から測ったものが伏角により如何に艶るかを参考

迄に併記してるる．・即ち中心酷の群囲も細〈みると A とIは或定った閥係にある様である．

('l) 戎に注意すべき酷は伏角の中心酷 Alの企絶劃値はその正負に拘らず 3要集中最も小さ

いととでるる．換脅すれば伏角の永年痩4むの著しい地監は地震帯の位世に無関係に，現在伏角は

3⑪～70度，水平分力及び偏角のそれよりも地震帯に接近してゐる．

(8) 偏角の A はった僅水平分力の夫れと大差ないが伏角との関係に於ては明瞭で危い．

以上永年費佑の中心勤の気回章帯に劃する相封的位置及び符鋭の分布を通観すると，とれは単に偶

然的結合といふよりは何か地盤帯直接或はとれに関係ある原因による系統的たものがあるので友い

かと想はれるととは，地下物値の地磁集による誘新慨による帯磁を考へてみるに，その一般的性

質が上越鰭項と可成一致してゐるととである.f§IJべば最も簡単な模型として球の誘導帯磁を例にと

ってみる．磁無子午面内に於ける地衰の水平（AH）.垂直（企円分力の典常は s軸を北に， s軸

を垂直下方にとり，球の中心迄の距躍 z=dとすると，

臼＝旦ヱ．当初d-H(2:i:1-ct~）｝｝ 
2向＋μ..-& I 

ト ・・・（1)
μ。一μ."i I 

AV＝一一一一・ろ｛3Hxd・V(2a＇ーが）｝ ）
2μ.。＋μ.，.・ 1

と主に内は球の周りの物質の磁媒恒.mt,B は球の傘球，，.1=z~＋♂，坐標原舗は球の中心直上

地表酷である． ζれから知られるととは円

(9) 正伏角の半球では AVの極式は原動の南にあり，極少は北にある. Jlつ伏角の増大するに

従ひ極｛直は次第に北方に移行する．その絶掛値は額六他が大合くたるに反して極少値は次第に小さ

<aる．高磁気緯度では AVは殆んど正で且つ原踏に極〈接近して位置する．
(10）正伏角では企Eの絶劃値は伏角の増大と共に大きくなり，極大は伏角の増大と共に北方に

移り原踏に詮づく．極少も矢張北方に移行し原動よりは遠ざかる．伏角の大友るととろでは極大は

• tl.H>Oの Aの平均習と銚 8闘より求め． ζれを I=45・とした時球による水平分力疋異常絶大潟の駆除
と理事しいとした時代主主の中心迄のMli陽 d は＂ tl'jt位の大~さにな る．
(1｝前法 (1),litは Hands.cl. exp. phys. Geopbyslk S Tell 
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原踏の南側，極少は北側に限定せられる．

上式によると例へば企E の極大となる la:lは dと間程度となるからとの様な場合が適用せら

れるとすると，今偲想してゐる球の中心拡数百粁哉はそれ以上に推察せられる．勿論とれは中心酷

が子午線に在り Aが 1:.i:Iと偲定した時のととである．

以上（1）ー（8）に述べたとと~ (9), (10）の理論の精巣と封照すると相官定性的に一致が見られる．

との様た比較丈けでは勿論現象の決創悦解容は得られたい．企の意味も今迄箪に南北側といっ

てきたが貨は理論の様衣子午面内で注〈，中心鈷を遁る地震帯に垂直友商内のととで闘はど子午面

の或投影に就いて考へてゐる諦である．また水平分力の中心勤について云へば地震帯の南北に完全

な封をしてゐ主主いし，偏角に就いては偶然的にも見らる様主主介布をしてゐるととたど上に考－へた簡

単君主模型とは可成異ったととろもあるが，今の場合問題を複般にする必要はたし且つ永年者量化が

地球構造とその鍵4むとに関係してゐるとすれば地震介布と何等かの閥係の存すべきは考へられると

とろで，而も遁常の磁無異常，或は火山帯磁が地磁無の誘導に原因してゐると考へられる場合が多

いととを考へると，上K越ベアtl:t較も永年礎化の鑓助に闘して多少の参考とたりさうである，向次

章に於て永年費4むの年控4むの艶勘に就いてやL具値的に述べる．

II 椅向車び聾原に~ける来.~釦ヒと地震

深費地震に就ても鯛べるととにしたので費料は大正15年から昭和J5年迄の最近 15年聞のも

のに限定した．地震材料は無謀要克F 臨震時報から地磁気は柿同盟原の年報及び筑象要覧から集

めた．従って最近の地磁無の値は若干鍵更がある筈であるが， ζLには各要素、の年平均値を使用し

てゐるから大勢には影響たいと考へる．との捷4むの模様は第5聞に示してある．地震同数及び分布

は第 6,7, 13闘に示す．

(1）柿同盟原永年鑓佑の相劃的鑓化

第 5聞によると雨地の各要素は増大の過程にあるが単調ゑ艶4じでた〈．年々相嘗の出入がある．

紬くみると隔地の鑓佑は必しも謝醸し危い．特に水平分力（ll），垂直分力（V）ではとれが甚しい．

何か局部的の因子が混在してゐる様に思はれる．年平均値を採用したので遁常の短調期磁気擾甑

は大値除かれてゐる筈であるが，例へば11年遡期の様2記長期捜佑はどうかといふ騒念がある．南

地の水平分力の較差の年平均値を見ると第 8闘の様にとの週期的費4じを示してゐるに拘らず，永年

艶4むの襲勘は是れと一致したい．従って隔地の年平均値の獲佑は大部分別の原因に因ると考へられ

る．それで南地の個別的調査の前に瓶硯的意味から相掛的鍵4むをみてみる． とのため簡思に B 及

びVの南地の差をとってみる． とれは第 9圃〈イ〉である．下方には地震岡撒を併記しである．
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(Bo)ti警は調査期間中に於ける頼著，輸顕著漕稜地震の金問撤，（36・＜）， (40・〈）は探殻地震中緯度 39

度以北就に 40度以北に於て稜生したものである．向滋賀地震同撤の匝別は第 7聞に第 6闘の

象限毎に合計を示しである．第9園 fイ〉をみると E とV は共に次第に右下りの一般的襲化を

してゐるが，年々の饗動は補者同様で地震褒生岡般の夫れとよく一致してゐるととがわかった

(Bo）浅の中には三陸大地震及び昭和 13年踊島蝉東方沖の大地震の多数の飴震を勘定に入れてたい

が，仮に後者の飴震を入れると鈷線の様で年々の出入は寄金に一致してゐる，また深稜地震（36＇・〈）

の同教とも大部分に於て合ってゐる．第 6囲（第 7図書胤〉からすると，少くとも E の方は見

掛上地震同教のみに説いてはあまり明瞭た一致が見られないが，上q様に遵に就いては4司燃として

くる．更に上の相劃的襲化の模様を見易くするために竿費化の速度卸ち第叫＋1~と第咽年の

'H柿－H 盟、， er思 ・・V柿）の蓋 A:H栃－B聖書， a V聖書···V~市）と，地震同数の同様主主差 Af\·=

Nn+i-N”との関係をとると第 9園ぐロ 3である．これは時撲の直線で表除されやう．
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(l) 

ム（H締－B霊：） =0.3~N）企（H 柿－H!!)=l.8 ~N-2.5) ) 
t ...・（Bo)浅 ｝・・・・（36・〈）深｝・・・・（2)

企（V柿－v霊：）=1.6 AN+ll) A(V聾－i:柿）=6.8AN+3.0J J 

健地と紙高援ま怠地80 

また深費地震，捜聾地震いづれに関係する上の艶佑が南地に於て如何た比寧でB鯨してゐるか，

4

・
hF

－－－一

f. r..、1
~ .. ；亡＇，；＿ ・ ~in 、...，・・，E匂川... , .....川、

かは今判明したいが，兎も

角混測地附抵の地震と地磁

気。主年痩佑とは密接友関

(2）湾農地震と永年艶佑

ち相隣れる年の差AV,AH

クトJレ鑓佑ととれに封癒す

る企Nとの闘係は第11回

〈イ〉，（ロ〉に示す．第四

聞は金磁力ベクトJレの襲佑

を示してある．測鈷傍の敷

と~組合せた，金融カのベ

れで次にやL佃別的注調べ

H, V の年痩佑速度，即

そ係があることはわかる．

にうつるととにする．

時.. " 一一ー を字は測定年である．凶瑚＝
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減（ー），

より符鋭を附してある．地

丞盆晶... 

r ~ ／【、

除、一一〆ど附＼りにごとプ～~

(Bo>, (B1), (B2) 

のである．第 11囲｛回）

は第 11岡（イ）を書き改

震同教の

は前述第 7固に示したも
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82 地球磁気と地震（I)

めたものであるが， ABとANの提4むはよく似てゐて柿岡では時次の直線的関係をみる．

llil = LSAN + 15・・・・・・・・・・・・・・・・（Bo)tを
Jl.B = LSAN + 12・・・・・・・・・・・・・・・・（B1）浅

.AB=3.4企N+S・・・・・・・・・・・・・・・・（B~） 洩
（柿岡〉 ・・・・・・・・・・・・（3)

8= -2.0'1N+90・・・．．．．．．．．．．・・・（Bo1B2) i建

(B2）に就いては他のものより幾分相闘がよくたい． とれに反して盟原に於ては聞の如く測lliiJ~散

在して脚係が明瞭でたい．盟原の期聞が短いととに関係したいとと昨柿岡の同じ期間の分布と比較

すればわかる．断る迄もないととであるが，漕費地震の最多地域は閥東，奥羽地方の，東方海底で

ありと Lに用ひた洩費地震もとの地方に集回し，柿岡は盟原に比して影響を受け易いとは容易に考

へられるととろである．

.ABとtwの代りに N”との閥係をみると第四闘の様に隔地共貼が散って聞係が明かでたい．

とれは後挫の如く深費地震の場合と異る．

柿岡盟原の年平均値を Hi:,Vi:及び Hi,れといとれが一般永年嬰4むの頂 c/>ir，φvと地震同

数 N，とLでは漉費地震のみを考へてゐる，の函数少め rpvとに舟けられるとする． φは第5固

からして概略芭線的鍵佑をするとみる．また cpは盟原では Jl.RとANの関係からみて他の頂に
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84 地草案滋祭主地震（1)

謝して省略せられるとし，柿聞では Nに比例すると考へてみると，

Hg＝φ~＋少~＝c＋αt＋βN

Ve＝φ~＋少：＝c’＋α’i＋β’N

Ht =c1＋α1f 

Vt =c1’＋αI’t 

Sは時間である．然るときは，

~（Hg-Ht） 、
企t ＝α叫＋β三r} 

・・・・・・・・・（4)

ト －－－・・（4)'
A(V JC-Vt) , AN I 
＝α・一αI’＋βTー1AZ At I 

Atは単位の 1年とし，（1）節で求めた但）式に合せると，

第十五二回
LlR 

.1R 柿鋼（税） J 豊原伽
ω十 ． 4D 

»~ ．・．
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地球磁気と地震（I) 窃

α＝α1， β＝0.3 l 
｝・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（5)

α’ーα•＇＝ 11， β’＝1.6 J 

但）節で得た（3）式の聞係を上式から求あるに， AR2＝~.r2+AVr=（α＋βAN）宮＋（α’＋β’AN)2,

中に何｝と，後越の第 6圃の直線から年々鑓4むの慌時値として， α’＝10，α：：：4 を求め代入する

と， AB2=(1.3~＋ll)2+1~， 10%程度以内に於τは時主企B=l.3企N+ll,@Pち大値（3）式

の AB=l.3.0.N+15と似たものを得る．

第 11固からAN=O，即ち鵡ぽ平均欣態から地震間放が.0.N丈け増したときの相封的偏差をし
一今 ー→

らべると，第 13固である.0.Aは .0.N=O, OB肱 .0.N=29の場合の AB ;t＋~ E書
ー，.

である．爾者の差が直接地震に関係すると考へられる. 00 は~の増加と

共に絶劃値を士宮すと共に伏角が小さくたる． とれは地震同撒の樹IJRは影響も培 剛剖

ー→
大すると共に水平的撮りも蹟大されると考へるとよからう， 00の訟明は一地

酷丈けでは勿論がとめられ友いが，唯，柿岡（0監） より北方に位する漉費地震 V（予〉

最多地震帯の中心酷の直下に（1）式の如念球を仮想するととによっても詮明が出来るととを附言す

る．

(3）深費地震と永年饗佑

深費地震は特定の地域にのみ費生し且同撒も少いので地磁集永年麹4むと閥係して鯛べたものは齢

い． Visser＇りは垂直分力の永年饗佑の正異常が深費地震地域に伴ってゐるといふととを述べてゐ

る． ζれは第 5回柿岡に就いてはさうであるが盟原では具る．兎も角第 5闘を今少し〈見易〈ず

る震に鍵佑の一般的傾向に廊じて柿聞の大軍 15年と昭和 15.年の雨年を直線で結んだものを低迷

の様に一般永年鍵佑の瓶時の傾向とし，とれからの偏差を求めると第14闘になる．地震同教は地

域毎に分けて下方に示してある.(Bo）は金問撤，（36。〈）は緯度 36度以北にあるもの，（36・〉）は

とれ以南のもの，（＜32・）は 82度以南のもの，（32＇・～40・｝はとの聞に在るもの2及び 40度以北に

震央を有するもの（40・〈）である．第 14固からまづ注意せられるととは Vの襲化で，柿同 VE

では （B心乃至（32・～40・）の頗度曲線とは絶封値に於て必ずしも一致したいが（相関係、敷γBo=0.3)

年kの増減の模様は一致してゐるし，盟原では（36。〈）乃至（＞40乃の曲線とよ〈似てゐる（γ即〈＝

ー0.6）.但し上越の如〈鑓必の僕様は南地で越であるととは注目せられる．今の場合潔費地震は本

州及びそれ以南の太平洋の地震帯に最も多いととをど考へると， Vの暖化は測定地附近の探費地震

同教と相関してゐるといへる．従って南者が因果関係にたく，何か他の共通原因例へぽ地球，太陽

自慢による作用を考へるのは受賞で主主いと思ふ.Hに就いては V の棋に増減が一致したいカち

(1) S. W. VisseT; Terr. Mag. Vol必.No. 4, (1987). 
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地主ま磁~と地震（I) 87 

昭和 2～3年， 6年の極大，昭和 11年の極少値附設に地震同政治喝加してゐるととはー慮注意せ
られる．或は偲に震源附註に磁無異常を起す原因があって，と川端無誘導によると考へてみると

震央附近では Vが最大で且つ同符蹴の 府:Ali!

地壌が相官の昼間的撮りを持ってゐるの

で地震同教が有殻に利〈とも考へられる

が， E は震央附近に於て正負相接し且

っその極値はとれから比叡的離れたとと

ろに在るととになるから，利き方も正負

或は同教との関係は Vの様でないかも

しれない．ζの様友意味から第 15固に

地震の勢力W<I’をとってみると前にず

れてゐた極値も一致して大越似たものが

出てくる．昭和11年のやL大たるW も

柿問を通る子午線で東西南直域に分けて

正負の直別をすると他の年とは反封符披

に1'.i:るので形の上ではもっと一致してく

る．

ヲえにふV,fl.H, ARと地震同数，卸

ち第旬年の地震同敷 N と第れ＋l年

と第”年との地磁集の差とのO＆係であ

る．第四聞には t;.H,6.Vと柿岡，盟

原tc関係深い（Bo）及び（36・〈）とを示

してある．酷線は低越の様に前年よりの

増減により正負を附してある. fl.Vと

AHは 1年位位相がずれてゐる様に見

えるが，兎に角N と大鐘一致してゐる．

第 17 聞は 16.Bl=l'.6.H~十t;.V~ と N

との胸係である．ζれによると柿岡では

Ali l ． ~ 
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., II ・5 叫 S

可

／ 1＼て 崎圃
網＠．ν／ L・・H圃 ト、レ／IJ' r-・』

『＼

「＼ ..... b?'1・
『ミ同 ＼ レ／冒

hト明 」，，， ／ ． 
Al¥¥ ！／ ＼ 、、、 ／ 

自

h、、h・..--

＼~ 
• 

¥..w. ． 
＼~ ／ ＼ ‘ ＼ ／ 

。－~~ミv y 、、、
／ 、 1‘ 
司、‘ I・，d

‘ 

腫

．． 
ー
3・

事＋.t.m 水~U.4jじい~~~来
M 2 ’‘ •• 7 , , •• nn ,, ’‘.. 

． 
・＂

N 

12 

比叡的貼が趨つてゐるが， ζれに反して盟原に於ては（Bo）とは鵬係明瞭でないが，（36・く）のもの

(1）鴛~，瀬崎重量震時報 i 館 10~. ~ s, 4民
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とはまとまってゐる．とれは舵に越ぺた島で且つ

禽費地震の場合と異る．第 17囲の範囲では質験

式としては概略哉の様にたる

体制＝βe-olf’｛ヴ）

8＝β’〆勺度〉

α＝14.10-2 

β＝27.9 

α’＝0.2 

β’＝34.7 
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40 地主主磁~と地震（羽

laBl=B~（1マ）

11\~ 

fJ ＝~ーニL一度〉
".A：’N+B 

..:l=0.3 

B=5.3 

A’＝3.6 

B'=4.8 

•.. ~皐穿）

との様君主相闘は漕費地盤の場合には見られたかった蕗で，特に盟l京の IAVIとN とは直線開係

にあり，且つ洩費地震に闘しでは他の場合でも判然とした締呆を得られたかったととをと l.tc想起

する必要がるる．勿論現在の場合は僅かに 15ヶ年程度で一勧k年捜佑から云へば極〈短期間であ

るが，将来に趨用されるものたら，物理的意味は今鯖れたいが，兎も角も或年の深稜地震の岡敏か

ら翌年の地磁無の年創むを強想するととが可能でるる．遁用せられる場合も永年鑓佑の極値附託卸

ち曲線の曲率の痩佑が大きい様た時期はよく友いと思、はれる．

ぐ最後に深費地震と渇費地震の相闘を掲げる．第 19固にとれを示す.Nに就いては相関係数

γBo,Bo＝ー0.88， γ9,•<=0.0S で悪いが， AN では前者一0.70，後者 0必で相官よい，従って

釘に説いての地磁集との関係は洩費地震と同様なととが云へる語である．補者州j然とした直

別等に就いては〉深費地震は費料が少〈立入っての議論に不便たので将来を待ってー胞と Lで摘筆

するが，唯一寄附するととは深費地震も洩費地震の様に個々に就いても時~的調査の慣健が十分あ

るととである．遡嘗に分布した測酷と，経年的反復磁気測定がとの潟め要用である．

終りに本調査に蛍り御便宜を典へられた今道所長主立に製闘を煩はした山岡幸恵民に謝意を表す失

第である． 〈昭和 18~ 4月〉
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On色heElecもriciもyon Rain (part I) 

By S. Knrorr. 

Since Feb. 2601，曲目 W封筒rb回 can’fedo凶 ame組arementof the elec世rlcl句 onrain. A胃 the

11揃 repor色wefnv1倒 tfgaぬもhedata trom Feb. to Aug. of this year. 

In otdfnary rainfall目前conipanledby aもmosphericdepression, the char酔 ofbo出 signsis about 

0.1 e.s.ロ.per c.c. and not e玄関eds0.5 e.e.u. per c.c. "The叩 πentdenai句 due toぬerainfall of曲is

kind旬 inrang唱台。m 10・nto 10・11amp. per square cm. p，伺itivelychar酔dtafne回curmore 

fr明uentlyrompared wiぬn句吋veon肱
h めowereaccompanied by fron旬，thech釘geamoun匂 over1.0 e.e.n.阻 di色occursrarely more 

伽 n20 e.s.u. pet c.c. The cttttent do凶旬。fthis e鵬 isthe order of IO・uamp. per岡田mcm. 

The charge observed in rainy season is about 0.01 e.s.u. per cふ andsmaller山間他的ofordin-

ary rainfalls. 

When rainfall exceeds 1.5 c.c. pe.r min., zero or negative charge is so slightlyめatwe ran not 

observed i事， whilepositive charge shows a lower value in rainfall from 0.5 to 1.5 c.c. per min. and 

when It exceeds 1.5 c.c. per min., the charge tendsもoincr倒 sewith rainfall. 

Ae色othe relation wi白色hepotential gradle凶，Itle a predominant tendency In our caepぬat

the negative potential is e文cluefvelyaccompanied by poeltlv~ly cbargerl rain, while in the foreign 

countrfeR the negative chnrge ls also observed. 

On the ME>chanical Collector 

By低温IS&B'J'..

In summer of 2601，加okindll of mechanical collecto抱 deeignt!dby Mr. Y. Yokoutl were ins色凶・

lecl at this obee”atory. Their construe色ionsand回meobservect data aTe reporぬd.
In tbe drat ty伊，鎗teehield1Dg plat.a is rot凶edover th3何 oillStlla総dplates which take白色

町rfacecharg申proJ>ortfonalto the existing個 rぬ’afieldwhen色heyare exp側 d.On伽 contr訂れも加

insulated plaぬ of色hesecond旬perotates tmderぬeg玄edshielding可hlchb錨何oapertn陀司.The 

former i8 shownいFig.1, and the la色terin Fig. 7. 



Onもhe.A.tomospheric .Po旬n回alGradient at也eTop 

ofもheHill, a Kakioka Fujiyama” 

By S. Kuc町L

From Nov. 2600 t.o Mar. 2601，ぬewriぬrcarried o凶畠 measuremen色of古het>Oぬntlall?l'Bdient 

n回r色heea・討h’ssoda間前ぬatop of the hill so・called“Fujiyama”.The observl:ng poln色islocated 
abou色1km. southward fromぬisobserv11伽 y.Thi日hillstands alone at somewhat so凶h針。皿 the

C拍胎rof色；heKaldoka basin. The top ofぬehill包flat岨 dforms the circular ground abo前向m.

in diame旬r,surrounded wi也 pi凶蜘es位 ceptingfor nor伽 ide，色heirheight being neatly equal to 

ぬelevel ofぬe色op.The observing poin色leat an elevation of 128 m. aboveぬesea level and about 

100 m. highe・rぬm 也isobsぽva・初ry.

As色heme関uringappara旬s,a Benndor使’B 自由1仕ecordingelectrometer w凶 used wIぬ aradio 

ぬ.oriumoollec色orwhich w回 apar色l()Scm.fromぬewall a:nd 198cm. above the ground. Its reduction 

factor to島 :6.aもplace泊 l.28. On the other hand, a色色hisobservatory a water dropper collector is 

need which is 185 cm. apar色fromぬewall and 200 cm. above也heground. Its reduction factor包 1.82.

From色heremits of the自imnltaneollBobservations we ob凶ned,as an aver.句tevalue, 186.5 V/m 

at曲ehill a.nd 150,5 V /m M也i固め飽円畠.tory.The former is 1.29 times as Jar酔 asthe latter, but 

the hourly ratios between色hemchange considerably andぬeaverage ratio from 11 h色o16h is L出．

It mus色benoticed thatぬevalue of 色•he morning maximwn M ぬehill is ra色hersmallerぬ阻

色.bata色色凶sobservatory. 

The diurnal varia針。nin a :fine wea出ershows the double ma文ima勾peatboもhplaces, butぬere

are some differenc切回 belowmentioned; 

(1) The amplitode a色色behiH is smaller出阻色ba色a.tthis observatory，出atis, fn th晶la陶 rthe 

momfng maximum devalopes predomln阻 tly色baneve山 gmaximum, while in也eformer 

th朗自 maximabeing n帥 .rly巴qual.

(2) The time of maximum in the morning M 色hehill is色ending事oretard about one hour山岨

色ha名前色；bi目observatory,while曲eevening maximum occurs almost 1・・hes晶metime at both 

p]acee. 

Such differences may be af.命ibuted色0色hoseof ぬemeteorologic畠Ico.:ditions at both plac意向

鎚peciallyto色hatぬ.ereversed state h拘ea回 .oepherenear th白色opofめehill breaks earlier than 

that at也i且observatory.

The writ.er a'so discussedぬediurnal variations on cloudy days andもhepo色entialvariatio.国

during rainfall日．

The Earth's Magnetism and Earもhquake(I) 

ByT. y，伺阻ATロ．

(1) The world-wide die凶bntionof出eso-called foci ofぬesecular variation ofめeear也、magne・

"tism is well relater¥旬ぬatof曲eland and ocean, and a more clc渇邑 lnveetii同ion,considering也e

distribution of由巳 principalea:rぬquakezones, sn~e旬 a pos目Ibleca田8of th関白自由cularv晶.rlatio回

due t.o the intluction byぬepr朗自ntgeneral field, 
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。：） The姐 nnalmeans of boぬ horizon凶凶dvertJ伺lfnte回！tiesat the Kakioka and Toyohara 

MaglJetfc Observatories are自ぬtisticallyinvestfga鈴d合唱m the point of viewぬ凶 someof local 

magnetic di前urbances旬ぬevfclnlty of泊eact.Ive crustal deformation should be expected to relaぬ

to泊eoccurence of伺rぬquakee』 Theresult ob凶 nedle just soぬaもぬeg阻 eralInvestigation of 

色•he secular variation must be atもacki!dat first fromぬIsco国tderatlon.

O.nもheEruptive Sol町 Prominenceon Mar. 4, 2603, and 

ぬeGroup of the Sun-Spot, No・2832.

By T. OsAWA. 

Some observed facts are reporぬdon a moderate bat eruptive prominence appeaTed on the e朗色

limb ofぬesun di自主岨d白eassocia匂d四nepot,includingぬeirpossible effec旬 uponthe eaTth'& 

magnetic Mもivlty.

A Reporもofsome Solar Measurements during the 

Solar Eclipse, of Feb. 5, 2603. 

By T. OsAwA 

On the occasion ofぬetotal solat ecli問、aphotographic meaeurelllent of the time ofぬeend 

of the eclipse and others aTe reported. The error ofぬepresent photographic method is probably 

within the liinlt of two seconds of time. 




